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2）学生向けジョブカフェの開催 

九州圏内の学生を対象として、業務経歴などに関する社会人発表やフリートークを通して、建

設コンサルタントの仕事内容や働き方、就職活動についての体験談を伝える業界 PR を行った。 

【開催日時】2025 年 10 月 25 日（土）15：30～18：00 

【参 加 者】大学生・院生（9 名）、若手委員（14 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5-4-26 ジョブカフェ開催状況 

 

3）九州地方整備局若手職員との意見交換会 

将来の社会資本整備を、力を合わせて将来の社会資本整備を担う世代としての視点や課題意識

をそれぞれの立場を超えて共有することで、相互理解の深化と将来の協働に向けた関係構築を目

的として実施した。 

【開催日時】2025 年 10 月 1 日（水）15：00～17：00 

【参 加 者】建設コンサルタントに所属する若手技術者（15 名）、九州地方整備局（24 名）  

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5-4-27 意見交換会開催状況 
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西海橋での記念撮影 

移築したデ・レイケでの説明 

学生によるプレゼン発表 

審査委員との記念撮影 

学生の声  「授業で学んだ技術が現場でどう役立っているかを知り、

モチベーションが上がった」「土木構造物のスケールの大きさに圧

倒された」といった声や、専門家との対話を通じて、土木事業が持つ

「地域の人々の暮らしを支える誇りと使命感」を感じた、などの声

が多く聞かれました 

 
 
 

「土木遺産な旅 2025・旅ノート(レポート)報告会」開催 
九州支部では、土木系学生たちと「土木遺産」を巡る旅を

行っています。土木遺産は、その土地を愛し、暮らしを守ろ

うとした技術者たちの思いの結晶であり、先人の知恵と情

熱が刻まれた歴史的構造物です。訪問先は、(一社)九州地域

づくり協会『土木遺産な旅のススメ』（右

QR ｺｰﾄﾞ）を参考としています。  

 
令和 7 年度は長崎大学の学生を対象

に行いました。 

 
■ 事前講義（令和 2025 年 1 月 15 日） 

約 40 名の学生に、『土木遺産な旅のススメ』の執筆者による土木

遺産にまつわるエピソードや歴史的背景などで知的好奇心を喚起し

ました。 

■ 現地見学会（令和 2025 年 4 月 13 日） 

学生 21 名と長崎・佐賀の 5 カ所を巡り、設計・施工や管 

理に携わった専門家らの話を聞きました。 

■ 旅ノート報告会（令和 2025 年 6 月 28 日） 

「先人の知恵に学べたこと」のテーマで旅ノートを作成、優秀作 4 名

によるプレゼンを行い、最優秀賞など表彰しました。 

 

 

 

 

 

 
この活動は今回で 2 回目でした。今後も他大学へ広げるなど継続し

ていき、人材育成と文化継承に寄与していきたいと思っています。 

  

訪問先  戦後日本の長大橋建設の原点とされるアーチ橋【西海橋】、約 400 年前の治水の神様と称される成

富兵庫茂安が築いた取水施設【石井樋】など、筑後川に架かる現役の昇降式可動橋（昇開橋）、明治期から筑

後川に遺る航路維持技術【デ・レイケ導流堤】、その導流堤に配慮した景観を調和させた現代技術で田中賞作

品【有明筑後川大橋】。 

支部のトピックス（九州支部） 
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本部のトピックス（インフラ整備 70 年講演会～戦後の代表的な 100 プロジェクト） 

現在、我が国の社会が享受しているインフラサービスの過半が 20 世紀後半からの 70 年間に広汎か

つ大規模に進められた事業の成果であり、それらの事業の記録はさまざまな形で残されていますが、

それに関わった人々の声を聴く機会は少なくなっています。 

協会本部ではこのような状況を踏まえ、戦後のインフラ整備事業の代表的な事例に直接・間接に関

わった方々から、その経験や見聞を講演して頂き、それを記録することで、インフラ整備の意義や携

わった人々の偉業を、建設コンサルタント技術者にはもちろん、広く一般社会に伝えたいとの思いか

ら、「インフラ整備 70 年講演会」を行ってきています。  

この講演会は 2018 年 9 月の第 1 回(黒四ダ

ム)に始まり、2026 年 5 月(外郭放水路)で第

68 回を迎えることが出来ました。 

また、いつでもだれもが代表的なインフラ

整備事業に触れる機会として、講演概要集の

発行(Vol.1～9)や特設サイトの開設を行って

います。 

われわれ建設コンサルタントには、発注者

から提示される詳細な仕様に適合させる技

術力だけでなく、プロジェクトの構想、新た

な計画手法や施工法への提案力など、より幅

広くかつ奥深い力が要求され、この傾向は今

後更に強くなると思います。講演会によって

得る偉大な事業における構想力や技術革新

に関する知見は、われわれに貴重な刺激と勇

気を与えてくれると思います。 

引き続き、各プロジェクトに関わる講演関

係者の多大なるご支援ご協力のもと、100 プ

ロジェクトの講演実施に向けて頑張ってい

きますので、WEB 視聴だけでなく、是非と

も会場まで足をお運び頂きますよう積極的

な参加をお待ちしております。 

インフラ整備 70 講演会：https://www.jcca.or.jp/infra70new/index 

 

第 1 回講演風景 講演概要集 

本部のトピックス（インフラストラクチャー研究所） 




